第23回歴史地震研究会 総会議事録

　日時：2006年9月16日（土）16:30～18:00

　場所：大船渡プラザホテル2階「鳳凰の間」（岩手県大船渡市）

・全会一致で村上仁士氏を議長に選出．

・総会には全会員数の10分の1の実出席を要する．定足数20名を上回る35名の会員が出席し，総会の成立を確認．

○議事
1. 2005年度活動報告
　都司嘉宣会長から2005年度の活動について，次のとおり報告があった．
・第22回歴史地震研究発表会を2005/9/16～18に江戸東京博物館（東京都墨田区）で開催した．

・会誌『歴史地震』第21号を700部発行した．うち，300部は会員配布分，400部は公的機関配布分であり，公的機関配布分の印刷・郵送費は東大地震研が実費負担した．

2. 2005年度決算報告

　宍倉正展幹事（財政委員長）から「歴史地震研究会2005年度決算報告」を説明．要点は次のとおり．

・収入は618,000円，支出は576,068円，次年度繰越金は874,576円である．

・会費は20名が未納である．

　上田和枝監査役から，「歴史地震研究会2005年度決算報告」の監査結果について，「帳簿等を確認し，誤りがないことを確認した」と報告があった．

　質疑の後，全会一致で「歴史地震研究会2005年度決算報告」（別紙1）が承認された．

3. 入退会者報告
　宍倉正展幹事（財政委員長）から2005年度の会員動向について，次のとおり報告があった．
・2006年8月31日時点の会員数は193名．年度内の新規入会は9名，退会は9名（別紙2）．
4. 役員の選出

　役員の任期はいずれも，来年度の総会までである．

＜会長選出＞

　全会一致で都司嘉宣氏を選出．

＜監査役選出＞

　多数決により今村文彦氏・上田和枝氏を選出．

＜幹事の指名＞
　都司嘉宣会長が5名の幹事を指名し，それぞれ担当する委員会を次のとおり指定した．
・小松原　琢幹事（総務委員長），宍倉正展幹事（財政委員長），北原糸子幹事（行事委員長），小山真人幹事（広報委員長）注1，林　豊幹事（編集出版委員長）
5. 2006年度予算と2006年度事業計画
　宍倉正展幹事（財政委員長）から「歴史地震研究会2006年度予算案」を説明．要点は次のとおり．

・収入は，193名の会費収入579,000円と会誌のバックナンバー売上を計上している．

・支出のうち会誌印刷費は，会誌発行部数のうち会費配布分を現行の300部から250部に減らすことをとして，経費節減を見込んでいる．

　都司嘉宣会長から，2006年度は次の事業を行う計画であると説明があった．

・第23回歴史地震研究発表会および公開フォーラムを大船渡市との共催で，2006年9月15～17日に大船渡プラザホテル（岩手県大船渡市）で開催する．（現在開催中）

・会誌『歴史地震』第22号を650部発行する．うち，250部は会員配布分，400部は公的機関配布分．

　質疑の後，予算案の字句の修正をし，全会一致で「歴史地震研究会2006年度予算」（別紙）と事業計画を決定した．

6. 編集体制の変更について
　林　豊幹事（編集出版委員長）から，9月1日より井上公夫委員および西山昭仁委員が新たに編集出版委員に加わったことについて，報告があった．今後，委員会は，会誌の編集諸規定の新設を検討する．

7. 会則の改正
　小松原　琢幹事（総務委員長）から，「歴史地震研究会会則案」を説明．改正を提案する条項と理由は次のとおり．
・第3条：研究会が行う事業の大枠だけを会則で定めるように改める．関連して改正する他の条あり．
・第8条：「普通会員」を「会員」に改める．関連して改正する他の条あり．
・第10条：この条の会員の権利以外の規定を削除する．

・第15条：副会長を新設する．第16条：副会長の選任方法を定める．

・第16条と付則：会長選出規定を定める．

・第21条：第9条との重複を解消する．

・付則：改正された会則の施行日は明日とする．
　議論の後，第16条と付則のうち会長選出規定に関連する改正の提案は継続審議となった．それ以外の改正提案は，字句を修正のうえ，「第10条第5項の文面を早急に幹事会で再検討すべき」との条件注2を付して，全会一致で了承された．新たな会則，改正点は別紙のとおり．
8. 会費改定について
　宍倉正展幹事（財政委員長）より，研究会の収支分析の結果と，会費の改定について，次のとおり報告があった．
・毎年地方で大会を開催する場合，下見等に費用がかかり，これが財政に影響を与えている．

・仮に，下見に多くの費用がかかる大会が2年に1回程度であり，経費節減に努めれば，均衡のある財政が保てると見込める．その場合，会費は3,000円で据え置ける．
　質疑の後，「原則として関東近隣と関東以外で交互に研究成果発表会を開催すること」が提案され，この提案は，全会一致で採択された．

9. 2007年度以降の事業計画について

＜2007年度の研究成果発表会＞

　北原糸子（行事委員長）より次のとおり説明があった．下田氏から開催の要望があり，静岡県下田市で決定することについて準備を進めている．開催日程は，運営方法によるが，2007年9月15～17日を予定している．

　質疑の後，2007年度の研究成果発表会を下田市で開催することについて，全会一致で了承した．

＜2008年度の研究成果発表会＞
　小松原　琢幹事（総務委員長）から，幹事会では，神奈川県横浜市，同鎌倉市，茨城県つくば市などの開催地を候補としていること，意見を募集していることを説明．
10. その他（自由議論）

・最近，任意団体の事業収入への課税の動きが見られる．歴史地震研究会も多くの繰越金を貯めてたくさんの税金を徴収されることのないよう，工夫する必要がある．
・幹事会を開催したら，出席者を明確にして議事録を作成してほしい．また，毎年の大会の総括を幹事会で行ってほしい．

・副会長は，1～2か月以内に会長が選出し，幹事会に報告する予定．注3
注1：2006年月26日，小山真人幹事（広報委員長）は辞任し，同日，小松原　琢幹事が広報委員長を兼務することとなったが，幹事の兼務は好ましくないという判断に基づき，10月1日に植竹富一会員が新たに広報幹事に就任した．現在の役員・委員名簿は別紙の通り．

注2：会則改正の付帯決議を受けて，2006年10月11日の幹事会で第10条第5項の文面のあり方を議論した．その結果，この項を「総会または幹事会に対して議論すべき事項を提案すること」と改めた．
注3：2006年9月25日，会長は武村雅之会員に副会長を委嘱した．現在の役員・委員名簿は別紙2の通り．
